
録
し
ま
し
た
。
そ
の
後
２
０
０
７

-

２
０
１
０
年
に
レ
ジ
袋
の
辞
退
を

呼
び
か
け
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
い

２
０
１
０
年
に
は
辞
退
率
90
％
、
使

用
枚
数
１
８
４
，
５
１
５
枚
ま
で
減

り
ま
し
た
が
、
２
０
１
５
年
度
は

７
３
９
，
５
０
０
枚
、
２
０
１
６
年
度

は
８
４
３
，
４
０
０
枚
、
２
０
１
７
年

度
に
は
９
１
１
，
０
０
０
枚
と
こ
こ

数
年
で
大
幅
に
増
加
し
、
元
に
戻
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
結
局
は
一
時
期

の
エ
コ
ブ
ー
ム
で
終
わ
っ
て
し
ま

い
、
「
持
続
可
能
」
な
取
り
組
み
で

は
な
か
っ
た
の
で
す
。

そ
こ
で
、
北
大
生
協
で
は
２
０
１
９

年
６
月
か
ら
レ
ジ
袋
を
有
料
化
す

主な記事紹介
「
持
続
可
能
な
開
発
目
標
（
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
）
」
が
叫
ば
れ
つ
つ
あ
る
昨
今
、

北
大
生
協
も
協
同
組
合
と
し
て
「
持

続
可
能
な
社
会
」
を
実
現
す
る
た
め

の
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
活
動
を
行

な
っ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
食
堂
の

割
り
箸
は
環
境
に
適
切
で
社
会
的
利

益
に
か
な
っ
て
い
る
と
い
う
「
Ｆ
Ｓ

Ｃ
認
証
」
を
得
て
い
る
北
海
道
下
川

町
の
間
伐
材
を
利
用
し
た
も
の
で

す
。
「
割
り
箸
は
環
境
に
悪
い
」
と

い
う
固
定
観
念
を
持
っ
て
い
る
方

も
お
ら
れ
る
よ
う
で
す
が
、
間
伐
材

を
利
用
し
た
割
り
箸
は
む
し
ろ
環
境

に
優
し
い
と
い
う
こ
と
は
知
っ
て
お

く
べ
き
こ
と
で
し
ょ
う
。
当
委
員
会

で
は
学
生
が
中
心
と
な
っ
て
、
食
堂

に
お
け
る
フ
ー
ド
ロ
ス
を
減
ら
す
取

り
組
み
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

他
、
環
境
負
荷
の
低
い
サ
ス
テ
ィ
ナ

ブ
ル
キ
ャ
ン
パ
ス
に
資
す
る
福
利
厚

生
施
設
の
あ
り
方
に
つ
い
て
考
え
る

な
ど
、
環
境
面
へ
配
慮
し
た
組
合
と

な
る
よ
う
日
々
検
討
を
重
ね
て
い
ま

す
。最

近
の
環
境
に
関
す
る
話
題
で

は
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
の
増
加

を
背
景
に
、
環
境
省
が
レ
ジ
袋
の

有
料
化
を
義
務
付
け
る
と
い
う
報

道
が
あ
り
ま
し
た
。
北
大
生
協
で

は
、
２
０
０
６
年
に
レ
ジ
袋
の
使

用
枚
数
が
９
１
５
，
０
０
０
枚
を
記

る
こ
と
を
検
討
し
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
レ
ジ
袋
を
減
ら
す
た
め
に
本
当

に
必
要
な
こ
と
は
何
か
。
そ
れ
は
結

局
「
レ
ジ
袋
を
辞
退
す
る
」
と
い
う

こ
と
に
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
。
有
料

化
し
て
も
結
局
利
用
者
が
レ
ジ
袋
を

断
ら
な
け
れ
ば
意
味
が
あ
り
ま
せ

ん
。
レ
ジ
袋
の
利
用
に
関
す
る
ア
ン

ケ
ー
ト
を
取
っ
た
と
こ
ろ
、
大
半
の

方
が
「
商
品
の
受
け
取
り
が
便
利
で

あ
る
こ
と
」
と
「
レ
ジ
袋
に
入
れ
て

商
品
を
渡
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
」
を

理
由
に
レ
ジ
袋
を
辞
退
し
て
い
ま
せ

ん
。
今
後
生
協
側
で
は
申
し
出
が

あ
っ
た
と
き
の
み
レ
ジ
袋
を
渡
す
よ

う
徹
底
し
、
レ
ジ
袋
辞
退
率
を
限
り

な
く
１
０
０
％
に
近
づ
け
た
い
と
思

い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
利
用
者
の

皆
様
の
協
力
は
不
可
欠
で
す
。

今
回
の
レ
ジ
袋
有
料
化
は
、
今
一

度
日
常
の
環
境
へ
の
配
慮
を
考
え
る

良
い
機
会
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

レ
ジ
袋
辞
退
は
環
境
的
課
題
の
一
つ

の
ト
ピ
ッ
ク
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。
節
電

や
節
水
、
ご
み
の
分
別
な
ど
は
一
時

期
盛
ん
に
言
わ
れ
ま
し
た
が
、
最
近

忘
れ
が
ち
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
持

続
可
能
な
社
会
を
作
る
た
め
に
も
、

継
続
し
た
行
動
を
心
が
け
た
い
も

の

で

す
。
「T

h
i
n
k
 
g
l
o
b
a
l
l
y
,
a
c
t
 

l
o
c
a
l
l
y

」
の
精
神
で
、
で
き
る
こ

と
か
ら
や
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

二
面-

三
面	

イ
マ
時
の
北
大
生
　�

　
　 

　
　

四
面	

台
湾
通
信
　
第
7
回�

 

七
面	

文
化
財
（
予
備
軍
）
へ
行
こ
う　
第
6
回�

北
海
道
大
学
北
方
生
物
圏

フ
ィ
ー
ル
ド
科
学
セ
ン
タ
ー
植
物
園

加
藤
　
　
克

菅
　 

大
志

シマエナガ（北方生物圏フィールド科学センター苫小牧研究林）
教職員写真同好会　伊藤仁浩

 
 

                                 

発行所 
北海道大学生活協同組合

札幌市北区北8条西7丁目

教職員委員会編集 
電話 011-746-6218 

北
大
台
湾
同
窓
会
会
員

北
大
台
湾
演
習
林
百
年
祭
発
起
人

Opinion!

北大生協における
環境マネジメント活動

北海道大学大学院
文学研究科修士課程２年
北大生協環境課題推進委員会
委員長

髙橋　真太郎

（ 1 ）　第 381 号 よりよい生活と平和のために 2019 年 4 月 1 日



46.4 45.2 47.2 45.8

4.5 5.4 2 1.2
0
5

10
15
20
25
30
35
40
45
50
％

20182017201820172018201720182017 年 年

北大が好きか

41.9 41.6 46.1 50

10.1 5.7 2 0.9
0

10
20
30
40
50
60
％

2018 2017 2018 2017 2018 2017 2018 2017

大学生活は充実しているか

充
実

ま
あ
好
き

好
き

嫌
い

ま
あ
充
実

あ
ま
り

あ
ま
り

充
実
し
て
い
な
い

46.4 45.2 47.2 45.8

4.5 5.4 2 1.2
0
5

10
15
20
25
30
35
40
45
50
％

20182017201820172018201720182017 年 年

北大が好きか

41.9 41.6 46.1 50

10.1 5.7 2 0.9
0

10
20
30
40
50
60
％

2018 2017 2018 2017 2018 2017 2018 2017

大学生活は充実しているか

充
実

ま
あ
好
き

好
き

嫌
い

ま
あ
充
実

あ
ま
り

あ
ま
り

充
実
し
て
い
な
い

イマ時の北大生
2018年10月に実施した学生生活実態調査(全国大学生活協同組合連合会)の北大生の結果がまとまり

ましたので、その中から、「北大が好きか」「大学生活は充実しているか」「読書時間」「食事」について
ご報告いたします。

～大学生活の充実度～

いじわるじいさん
藻
岩
山
に
登
っ
た
。
山
肌

を
削
っ
て
伸
び
て
い
る
登

山
道
を
行
く
と
、
崖
側
の
眺

め
が
林
に
な
っ
た
り
、
遠
く

街
に
な
っ
た
り
す
る
。
そ

れ
が
一
月
の
こ
の
時
、
目
に

入
っ
た
の
が
街
で
な
く
…

墓
地
？
▼
目
を
こ
ら
す
。

雪
の
せ
い
で
ビ
ル
が
墓
石

に
見
え
た
だ
け
と
分
っ
た
。

新
年
早
々
、
ニ
ュ
ー
ス
は

厚
労
省
統
計
不
正
、
消
費
税
ア
ッ
プ
、

米
国
製
兵
器
の
大
量
購
入
等
で
、
ま

る
で
悪
い
夢
を
見
て
い
る
よ
う
だ
っ

た
。
悪
夢
の
続
き
で
墓
地
に
見
え
た

の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
国
は
ど
う
な
っ

て
い
く
の
か
▼
通
常
国
会
の
審
議
で

も
、
閣
僚
答
弁
に
不
信
感
は
増
す
ば

か
り
。
し
か
し
、
彼
ら
は
国
政
選
挙

で
選
ば
れ
た
議
員
達
だ
。
そ
れ
を

思
え
ば
、
悪
い
夢
と
い
っ
て
目
を
つ

む
っ
て
い
ら
れ
な
い
。
今
年
は
選
挙

の
年
▼
二
月
の
好
天
下
、
再
び
藻
岩

山
。
雪
面
か
ら
飛
び
出
す
細
枝
は
、

枝
先
の
冬
芽
が
膨
ら
み
春
待
つ
構

え
。
三
合
目
の
樹
の
下
に
散
ら
ば
る

の
は
、
小
さ
な
足
跡
と
木
の
実
の
食

べ
カ
ス
。
中
腹
か
ら
上
の
道
は
ヘ
ア

ピ
ン
カ
ー
ブ
で
急
斜
面
を
迂
回
。
そ

の
斜
面
を
足
跡
が
垂
直
に
走
る
。
リ

ス
や
鹿
、
兎
の
駆
け
回
る
姿
が
彷
彿

と
す
る
▼
山
の
稜
線
に
出
た
。
右
に

裸
木
の
樹
林
が
広
が
り
、
左
下
方
に

ビ
ル
街
が
、
今
度
は
は
っ
き
り
見
え

た
。
が
、
選
挙
時
に
見
る
の
は
、
街
を

駆
け
回
る
候
補
者
た
ち
が
何
を
し
て

き
た
か
、だ
。�

(

今
日
子)

北
大
が
好
き
か

大
学
生
活
は
充
実
し
て
い
る
か

ほ
と
ん
ど
の
学
生
さ
ん
が
「
北
大

を
好
き
」「
ま
あ
好
き
」
と
回
答
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
北
大
を
第
一
志

望
に
し
て
い
る
方
が
60
％
以
上
い
ま

し
た
。
や
は
り
北
大
に
は
そ
れ
だ
け

の
魅
力
が
あ
る
、
と
い
う
こ
と
な
の

で
し
ょ
う
ね
。
ま
た
、「
大
学
生
活

は
充
実
し
て
い
る
か
」
と
い
う
質
問

に
も
多
く
の
方
が
「
充
実
し
て
い

る
」「
ま
あ
充
実
し
て
い
る
」
と
回

答
し
て
い
ま
す
。
一
方
で
「
充
実
し

て
い
る
」「
ま
あ
充
実
し
て
い
る
」

と
回
答
し
た
方
が
全
体
的
に
昨
年
よ

り
減
っ
て
い
る
の
は
気
に
な
り
ま

す
。「
北
大
が
好
き
か
」
と
い
う
質

問
に
対
し
「
あ
ま
り
」「
嫌
い
」
と

答
え
た
方
の
60
％
以
上
が
「
充
実
し

て
い
な
い
」
と
回
答
し
て
い
ま
す
。

大
学
が
好
き
で
な
い
と
学
生
生
活
も

充
実
し
て
い
な
い
と
感
じ
る
、
と
い

う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。
こ
れ
ら
の
意

見
は
少
数
派
だ
と
思
い
ま
す
が
、
少

し
寂
し
い
で
す
ね
。

読
書
時
間
と
ス
マ
ホ
時
間

次
に
読
書
時
間
と
ス
マ
ホ
利
用
時

間
の
関
係
を
見
て
み
ま
す
。
ス
マ
ホ

を
１
日
３
時
間
以
上
利
用
す
る
方
の

半
数
以
上
が
読
書
時
間
０
分
と
な
っ

て
い
ま
す
。
ス
マ
ホ
を
３
時
間
以
上

利
用
す
る
方
は
読
書
も
少
な
い
傾
向

で
す
。
読
書
離
れ
が
言
わ
れ
て
い
る

2019 年 4 月 1 日 よりよい生活と平和のために 第 381 号　（ 2 ）
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朝食 朝昼兼用 昼食 中間食 夕食 深夜食

摂取率（％）

1日の食事

全国 18年 合計

自
宅
生

自
宅
外
生

合
計

自
宅
生

自
宅
外
生

合
計

自
宅
生

自
宅
外
生

合
計

自
宅
生

自
宅
外
生

合
計

自
宅
生

自
宅
外
生

合
計

自
宅
生

自
宅
外
生

合
計

中
、
ス
マ
ホ
の
利
用
が
す
べ
て
で
は

な
い
に
し
て
も
、
原
因
の
一
端
は
あ

り
そ
う
で
す
ね
。
た
だ
、
ス
マ
ホ
利

用
が
悪
い
と
か
読
書
時
間
が
少
な
い

こ
と
が
悪
い
、
と
言
っ
て
い
る
訳
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
ス
マ
ホ
か
ら
得
ら

れ
る
情
報
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す

し
、
ス
マ
ホ
は
今
や
学
生
生
活
に
欠

か
せ
な
い
ア
イ
テ
ム
の
一
つ
に
な
っ

て
い
ま
す
。
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変

化
と
共
に
読
書
時
間
も
変
化
す
る
こ

と
は
、
仕
方
の
な
い
こ
と
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
ス
マ
ホ
と
読
書
を
バ
ラ
ン

ス
良
く
使
い
分
け
て
い
た
だ
け
れ

ば
、
と
思
い
ま
す
。

１
日
の
食
事

１
日
の
食
事
を
見
て
み
る
と
、
や

は
り
自
宅
生
の
ほ
う
が
し
っ
か
り
食

事
を
摂
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
自
宅

外
生
に
「
摂
ら
な
い
」
方
が
多
い
の

は
「
作
る
の
が
面
倒
」「
朝
起
き
る

の
が
つ
ら
い
」
と
い
っ
た
と
こ
ろ
が

原
因
で
し
ょ
う
か
？
昼
食
・
夕
食
は

多
く
の
方
が
し
っ
か
り
摂
取
し
て
い

る
よ
う
で
す
。
深
夜
食
を
摂
取
す
る

方
が
約
20
％
い
る
と
い
う
こ
と
は
、

み
な
さ
ん
夜
遅
く
ま
で
勉
学
・
研
究

に
専
念
し
て
い
る
た
め
だ
と
思
わ
れ

ま
す
。

朝
食
は
一
日
の
身
体
の
準
備
を
整

え
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
朝
食
を

欠
食
し
、
中
間
食
を
摂
取
す
る
こ
と

で
、
一
日
の
リ
ズ
ム
を
整
え
る
こ
と

が
で
き
な
く
な
り
、
集
中
力
を
欠

く
、
一
日
の
リ
ズ
ム
が
乱
れ
る
、
と

い
う
こ
と
は
様
々
な
論
文
・
研
究
で

報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ほ
ど
朝

食
は
重
要
だ
と
言
え
る
と
思
い
ま

す
。
北
大
生
協
の
北
部
食
堂
は
朝
８

時
か
ら
10
時
半
ま
で
モ
ー
ニ
ン
グ

セ
ッ
ト
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

一
人
暮
ら
し
の
方
も
賢
く
生
協
を

利
用
し
て
、
健
康
的
な
大
学
生
活
を

送
り
ま
し
ょ
う
。

教職員組合員加入キャンペーン 

加　入　特　典

紹　介　特　典

特典1

特典1

特典2
特典3
特典4

対 象 ： 北 大 の 教 員 ・ 職 員 ・ 研 究 者 等 の み な さ ま

組合員限定！ミールカードお申込受付中！

4/1（月）～5/31（金）まで

生協電子マネー1000円プレゼント

※未加入者をご紹介ください。

詳しくは【生協会館1F、中央購買、工学部購買、北部購買、水産購
買】サービスカウンターまで★

（お預りする出資金は、ご退職などで北大を離れる際に全額返還いたします。）

ご紹介者様へ生協電子マネー1000円プレゼント

ミールカードとは？
一定額を一括前払いしていただくことで、翌年3月31日までの1年間、
1日の利用限度額内であれば、例えお財布の中にお金がなくても生協
食堂で食事をとることができます（日曜・祝日を除く）。

平日 1200円/土曜500円コース　195,000円（税込）
平日  900円/土曜500円コース　158,000円（税込）
平日・土曜とも　 500円コース　 99,000円（税込）

利用頻度を上げると最大39％もお得になります。
お得な継続者向けICチャージバックキャンペーン実施中です。
詳しくは食堂店内に設置してありますパンフレットをご覧下さい。
北部・中央・工学・クラーク食堂にて受付中。みなさまのお申込をお
待ちしております！

100ポイントプレゼント（その場で電子マネーに！）

書籍300円引きクーポンプレゼント

食堂クーポン《選べる小鉢1品》プレゼント
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演習林と北大
演習林（写真）と埔里の人が呼ぶ緑地が我が家の隣にあります。この演習林の

石碑の後方に既出の菱葺屋根の事務室（北海道帝国大学農学部附属台湾演習林派
出所事務室）があり、ここで百年前に珈琲栽培が始まりました。農学部の人でも
あまり馴染みが無いと思われる演習林（現：研究林）ですが、北大の歴史と密接
な関係があったのです。

ご存知かもしれませんが北大の総面積は大学日本一です。北大が約700km2で
次点の東大が約330km2ですから２倍の広さにあたります。そしてこの北大の総
面積のほとんどが演習林なのです。実は戦前、北大演習林は外地にもあったので
す。その一つがこの台湾演習林です。

それではなぜ北大にはこれほど広大な演習林があるのでしょうか？
北大演習林は札幌農学校時代に創設されたものが多いのですが、この札幌農学

校の所管は、開拓使（1876）→農商務省北海道事業管理局（1882）→内閣直轄
北海道庁（1886）→内務省北海道庁（1890）→文部省（1894）と翻弄されて
います。その間、何度か廃校の危機にさらされたのです。こうしたことから、札
幌農学校のモデルとなったマサチューセッツ農科大学（クラーク博士が第三代学

長）をヒントに、学校維持資金の基本財産用の土地として農場と演習林が拡大されていきました。そして、この農場
と演習林収入が経常部の歳入に組み込まれ、学校運営の財源となったおかげで、廃校の危機を乗り越えることができ
たのです。さらにこの財源によって医学部－附属病院や理学部新設の資金となりました。このように演習林は北大に
とって命綱のようなもので、北大は演習林とともに歩んできたのです。

なぜ北大だけが珈琲栽培？
日本統治時代の台湾には北大だけでなく東大、京大、九大の台湾演習林もありましたが、なぜ北大だけが珈琲栽培

を行っていたのでしょうか？
右表の台湾演習林創設年次をみると、東大が1902年で

早く、北大が1916年で遅いのがわかります。次に、農学
部（農科大学）開設年次をみると、京大や九大は農学部
開設よりも先に台湾演習林が創設されていることがわか
ります。そして面積を見ると、東大、京大に比べて北大、
九大の面積が極めて狭いことがわかります。

また北大は第一希望地として宜蘭庁叭哩沙を挙げたものの却下されたため、第二希望地の南投庁埔里社が北大台湾
演習林となりました。しかしながらこの環境は図のような北向きの急傾斜地で、演習林としては不適な環境だったの
です。

これらのことより北大の台湾演習林創設に関しては他校に比べて不遇を受けていることがわかります。そのため北
大台湾演習林の経営は開設当初から困難が予想され、1918年の演習林派出所主任会議では台湾演習林初代主任の籠
田又平が副産物として収益を挙ぐべきものについて模索しています。そして既出のように北大の先輩達が殖産局で試

植栽培してきた台湾珈琲が、その副産物として同二代目主任の遠藤
誠護によって挙げられたのです。

災い転じて北大珈琲
北大台湾演習林が、もし東大や京大のような広大な演習林が速や

かに得られていれば、開設後すぐに副産物収入に活路を見いだす必
要もなく、珈琲栽培が始まることも無かったでしょう。また北大台
湾演習林は前述のような北向きの急傾斜地のため日当たりが悪く造
林一般には不適ですが、半日陰と傾斜地を好むアラビカコーヒーノ
キには適していたのです。つまりは北大台湾演習林に降りかかった
災いから、北大珈琲が生まれてきたのです。

～第７回～
台湾通信

北大台湾同窓会会員・北大台湾演習林百年祭発起人　菅　大志

「北大珈琲」と「北大紅茶」

東大 京大 九大 北大

台湾演習林創設年次 1902 1909 1913 1916

農学部（農科大学）開設年次 1890 1923 1919 1907

面積（ヘクタール） 57620 83834 2112 6789
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まわりの組合員の意見

意見・要望に対する改善と
返答、生協に関する情報

生協に対する意見・要望

生
協

総
代

総代会議とは？
　総代が、月に一度大学各所でお昼休みに集まって、お弁当を食べながら生協の活動やお店について、あれこれと話し合う場の事です。

では、総代とは？
　生協組合員の中から選出される組合員の代表です。生協の最高議決機関の総代会(毎年5月開催）に出席し、生協の方針の決定に参
加します。日常的には、ご自分の周囲にいる方の生協への要望やちょっとした意見などをまとめ、代表として生協に伝えます。また生
協から伝えられる情報を周囲の方達に伝えます。つまり総代は、「生協と組合員の架け橋」の役割を担います。この役割を実際に行う
のが、総代会議の場なのです。

＝声＝
全体的にカレーのルーが少ないように思え
る。特にカツカレーのルーは増量して欲し
い。

＝回答＝
カレールー増し１杯40円というメニュー
が新たにできました。

総代会議に参加してみませんか？

今年度の総代会議の日程と会場は以下の表の通りです。時間はすべて12:15 ～ 13:00

※学部生・院生の総代会議は不定期に開催します。

もし参加してみたいという方は、是非総代に立候補してください。
「一言意見を言いたい」・「聞いてみたいことがある」等のオブザーバーとしての参加も大歓迎です。
また、総代会議を開催している教職員委員会でも、新規メンバー募集中です。

教職員工系 ４月16日(火) 工学部M棟会議室(M153)
教職員文系 ４月16日(火) スラブ研　４階　小会議室401号
教職員農系 ４月17日(水) 農業経済学多目的室　３階　S302室
教職員医歯薬系 ４月17日(水) 医学部保健学科４階　D-414理学療法学実習室
教職員北キャンパス ４月18日(木) 電子科学研究所 セミナー室　１－１
教職員北系（高等教育） ４月18日(木) 情報教育館４階の共用多目的教室（１）
教職員理系 ４月18日(木) 理学部５号館　210号室

年に一度の通常総代会

毎月の各エリアの総代会議の様子

5月以降の開催日は

火曜日：工系・文系　水曜日：農系・医歯薬系
木曜日：理系・北系

総代就任やオブザーバー参加ご希望の方は、理事会室までお気軽にご連絡ください。
理事会室Tel 011-746-6218  (内)3285　seikyou@coop.hokudai.ac.jp

総代の役割イメージ図

・５月14日～16日
・６月18日～20日
・７月16日～18日
・８月なし
・９月10日～12日
・10月15日～17日

・11月12日～14日
・12月10日～12日
・１月なし
・２月18日～20日
・３月17日～19日

＝声＝
生協会館店に椅子・ベンチを置いてほし
い。アイスを買ってすぐ食べたり、お茶を
飲んだりしたい。

＝回答＝
生協会館店前に設置され、皆さんにご利用
いただいています。

総代会議で出された声と回答の例
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心とからだ健康を考える 
渡辺 誠 

大学院教育学研究院 准教授               
                                 

心とからだ健康を考える 
渡辺 誠 

大学院教育学研究院 准教授 

今
回
は
季
節
の
変
わ
り
目
と
損
害
保
険
の
話
で
す
。

ま
ず
、
雪
に
よ
る
建
物
の
損
壊
の
有
無
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

屋
根
の
雨
水
が
集
ま
る
樋
や
排
水
口
に
枯
葉
や
ご
み
等
が
詰
ま
っ

て
い
ま
せ
ん
か
。
雪
の
重
み
で
屋
根
が
歪
ん
で
い
ま
せ
ん
か
。

火
災
保
険
の
対
象
で
あ
れ
ば
保
険
金
で
修
理
で
き
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。
保
険
会
社
に
問
い
合
わ
せ
て
み
ま
し
ょ
う
。

４
月
は
就
職
や
入
学
で
家
族
の
構
成
や
生
活
が
変
わ
り
ま
す
。

自
動
車
保
険
で
は
、
た
と
え
ば
、
被
保
険
者
の
範
囲
に
入
っ
て

い
た
お
子
さ
ん
が
別
居
し
、
運
転
す
る
方
が
夫
婦
だ
け
に
な
る
な

ら
、
夫
婦
限
定
に
し
て
、
年
齢
条
件
を
上
げ
る
と
保
険
料
を
安
く

で
き
ま
す
。
そ
の
逆
も
あ
る
で
し
ょ
う
。
契
約
条
件
の
変
化
に
応

じ
て
自
動
車
保
険
の
変
更
手
続
き
を
し
ま
し
ょ
う
。

雪
が
な
く
な
る
と
自
転
車
に
乗
る
機
会
が
増
え
ま
す
。
自
転
車

事
故
の
損
害
賠
償
額
は
、
被
害
者
に
重
大
な
障
害
を
与
え
た
事
故

で
、
高
校
生
だ
っ
た
加
害
者
側
に
９
２
６
６
万
円
、
小
学
生
だ
っ

た
加
害
側
に
９
５
２
１
万
円
の
損
害
賠
償
を
命
じ
る
な
ど
高
額
化

し
て
い
ま
す
。「
子
ど
も
が
や
っ
た
こ
と
だ
か
ら
」
で
は
済
ま
さ

れ
な
い
時
代
で
す
。
こ
の
場
合
、
個
人
賠
償
責
任
保
険
で
対
応
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
個
人
賠
償
責
任
保
険
は
、
自
動
車
保
険
や

火
災
保
険
の
特
約
と
し
て
加
入
し
た
ほ
う
が
割
安
に
な
る
の
で
、

今
加
入
し
て
い
る
自
動
車
保
険
や
火
災
保
険
の
特
約
で
カ
バ
ー

し
て
い
る
か
ど
う
か
確
認
し
ま

し
ょ
う
。
一
家
庭
一
契
約
で
、

同
居
の
家
族
は
全
員
被
保
険
者

に
な
り
ま
す
。
重
複
し
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

も
う
一
つ
、
け
が
し
た
場
合

の
備
え
と
し
て
、
傷
害
保
険
に

加
入
し
て
い
る
か
ど
う
か
も
確

か
め
て
み
ま
し
ょ
う
。

過
度
な
保
険
加
入
は
不
要
で

す
が
、
想
定
さ
れ
る
リ
ス
ク
に

つ
い
て
、
損
害
保
険
代
理
店
に

相
談
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

ほ
け
ん
の
お
話
Vol.
12

北海道協同保険サービス 生協会館店1階　（平日）10：00～18：00 （土曜日）10：00－13：00 （休日）日･祝･年末年始
TEL 011-726-0441　　FAX 011-746-9065　　Eメール hoken.cls@hokkaido.seikyou.ne.jp 

私
た
ち
に
は
、
自
分
自
身
で
認
め
た
り
、
表
現
し

た
り
す
る
の
が
難
し
い
感
情
と
い
う
も
の
が
あ
る
と

思
い
ま
す
。
個
人
差
も
あ
る
で
し
ょ
う
け
れ
ど
、
共

通
し
て
認
め
が
た
い
感
情
と
い
う
も
の
も
あ
り
ま

す
。
面
白
い
こ
と
に
、
文
化
差
も
あ
る
と
さ
れ
ま

す
。
あ
る
文
化
の
中
で
育
っ
た
人
に
共
通
し
て
、
自

分
で
は
認
め
が
た
い
感
情
と
い
う
も
の
が
あ
る
わ
け

で
す
。
日
米
そ
れ
ぞ
れ
で
の
経
験
の
長
い
、
私
の
心

理
療
法
の
師
が
教
え
て
く
れ
た
と
こ
ろ
で
は
、
米
国

の
場
合
は
甘
え
の
感
情
、
日
本
の
場
合
は
怒
り
だ
と

い
う
の
で
す
。
だ
か
ら
で
し
ょ
う
か
、
私
が
あ
る
演

劇
的
な
手
法
を
取
り
入
れ
た
グ
ル
ー
プ
・
カ
ウ
ン
セ

リ
ン
グ
を
受
け
た
時
、
リ
ー
ダ
ー
で
あ
る
米
国
人
女

性
セ
ラ
ピ
ス
ト
か
ら
、
怒
り
を
出
し
て
！
と
言
わ
れ

て
、「
え
え
っ
？
」
と
違
和
感
を
覚
え
た
の
は
。
怒
っ

て
は
み
た
も
の
の
、
そ
の
回
の
中
で
、
そ
こ
だ
け
は

な
ん
だ
か
ヘ
ン
な
感
じ
で
し
た
。

文
化
差
だ
け
で
な
く
、
こ
れ
は
容
易
に
想
像
が
つ

く
と
思
う
の
で
す
が
、
性
差
も
あ
り

ま
す
よ
ね
。
女
性
は
そ
も
そ
も
感
情

を
表
現
す
る
こ
と
に
関
し
て
、
男
性

よ
り
も
自
由
で
あ
る
よ
う
に
見
え
ま

す
。
男
性
は
、
と
く
に
依
存
や
甘

え
の
感
情
が
出
し
づ
ら
い
で
し
ょ
う

か
。
男
性
の
依
存
が
、
闘
う
男
同
士

の
き
ず
な
と
い
う
形
で
表
れ
る
の
が

一
番
自
然
で
は
な
い
か
と
は
、
以
前

こ
こ
で
述
べ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

で
も
、
女
性
の
場
合
で
も
認
め

た
り
表
現
し
た
り
す
る
の
が
難
し
い

感
情
と
い
う
も
の
が
あ
る
と
思
い
ま

す
。
と
く
に
仕
事
な
ど
の
公
的
な
性
質
を
帯
び
た
場

面
を
考
え
た
い
の
で
す
が
、
そ
れ
は
怒
り
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
女
性
が
直
截
に
怒
り
を
表
現
す
る
場

合
も
あ
る
で
し
ょ
う
け
れ
ど
、
感
情
的
だ
と
か
言
っ

て
否
定
的
に
見
ら
れ
が
ち
だ
と
思
い
ま
す
。
社
会
的

な
暗
黙
の
ル
ー
ル
と
も
い
う
べ
き
も
の
が
、
女
性

が
怒
り
の
感
情
を
持
つ
こ
と
、
表
現
す
る
こ
と
に
対

し
て
、
抑
圧
的
に
働
く
場
合
が
多
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
そ
の
暗
黙
の
ル
ー
ル
は
私
た
ち
一
人
ひ

と
り
の
心
の
中
に
内
面
化
さ
れ
て
い
る
も
の
で
も
あ

り
ま
す
か
ら
、
怒
っ
ち
ゃ
い
け
な
い
、
怒
っ
て
い
る

自
分
が
嫌
だ
、
と
女
性
自
身
が
感
じ
る
こ
と
も
あ
る

で
し
ょ
う
。

こ
の
女
性
の
怒
り
が
、
心
理
学
的
支
援
の
場
で
問

題
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
支
援
側
と
し
て
は
、

ど
う
考
え
る
か
。
ま
ず
は
、
感
情
は
生
じ
て
く
る
以

上
は
、
そ
れ
を
無
理
に
抑
え
よ
う
と
す
る
の
で
は
な

く
、
認
め
た
上
で
対
処
し
た
方
が
良
い
、
と
考
え
ま

す
。
古
典
的
な
精
神
病
理
学
理
論
で
は
、
怒
り
を
抑

え
る
こ
と
は
抑
う
つ
感
情
に
つ
な
が
る
と
さ
れ
ま

す
。
自
身
の
怒
り
を
認
め
た
上
で
、
ど
う
す
る
か
…

怒
る
か
、
秘
め
る
か
…
あ
る
い
は
別
の
道
か
。
そ
れ

は
そ
の
人
自
身
が
決
め
る
問
題
、
と
考
え
ま
す
。
し

か
し
、
ど
の
よ
う
な
対
処
を
取
る
に
せ
よ
、
そ
れ
に

伴
っ
て
起
こ
っ
て
く
る
問
題
や
影
響
を
、
一
緒
に
考

え
よ
う
と
し
ま
す
。
怒
り
を
表
に
出
す
場
合
、
周
囲

と
の
軋
轢
が
あ
り
得
ま
す
し
、
甚
だ
し
い
場
合
は
孤

立
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
秘
め
る
な
ら
ど
う

す
る
か
。
単
純
に
抑
え
て
い
る
だ
け
だ
と
、
前
述
の

よ
う
に
鬱
っ
ぽ
く

な
っ
た
り
も
し
ま

す
。
怒
り
を
秘
め

つ
つ
、
目
標
達
成

の
た
め
に
戦
略
的

に
行
動
し
よ
う
と

す
る
、
と
い
う
場

合
も
あ
る
で
し
ょ

う
。
た
と
え
ば
上

下
関
係
の
厳
し
い

職
場
に
身
を
置
く

場
合
、
そ
う
い
う

対
処
の
仕
方
が
選
ば
れ
や
す
い
気

が
し
ま
す
。

そ
う
い
っ
た
こ
と
を
考
え
、
実

践
す
る
と
き
、
私
は
女
性
が
怒
る
こ
と
の

社
会
的
な
意
味
、
と
い
う
こ
と
を
思
い
ま
す
。
私
が

専
門
と
す
る
ト
ラ
ウ
マ
領
域
で
は
、
そ
の
進
展
に
お

い
て
、
１
９
６
０
年
代
以
降
の
女
性
解
放
運
動
に
よ

る
女
性
に
対
す
る
暴
力
、
と
く
に
性
暴
力
の
告
発
が
、

大
き
な
原
動
力
の
一
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。
暴
力
は

親
密
な
関
係
を
大
き
く
歪
め
ま
す
か
ら
、
そ
の
告
発

は
、
女
性
の
み
な
ら
ず
、
男
性
に
も
恩
恵
を
も
た
ら

し
て
い
る
と
、
私
は
考
え
ま
す
。
女
性
の
怒
り
が
、

社
会
の
安
全
に
寄
与
し
て
き
た
と
思
い
ま
す
。
心
理

学
的
支
援
の
場
で
女
性
の
怒
り
に
接
す
る
と
き
、
男

性
支
援
者
と
し
て
の
自
分
が
、
そ
の
大
切
な
意
義
を

そ
こ
な
わ
な
い
よ
う
に
と
、
祈
る
よ
う
な
気
持
ち
で

い
ま
す
。

渡邊　誠

○

女性の怒り

こころの
健康を考える 57
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予備軍予備軍文化財
へ行こう

建
物
を
維
持
し
続
け
る
こ
と
の
意
義

さ
て
、
今
回
こ
の
二
つ
の
建
物
を
紹

介
し
た
理
由
は
、
建
物
の
魅
力
だ
け
で

な
く
、
中
で
働
い
て
い
る
教
職
員
の
意

識
の
高
さ
に
惹
か
れ
て
い
る
か
ら
で

す
。
古
い
建
物
で
は
、
最
新
の
研
究
や

教
育
を
行
う
こ
と
に
問
題
が
生
じ
る
場

合
が
多
い
だ
け
で
な
く
、
補
修
な
ど
の

維
持
に
も
手
間
が
か
か
る
た
め
、
可
能

で
あ
る
な
ら
ば
新
し
い
建
物
に
更
新

し
た
い
と
考
え
て
し
ま
い
ま
す
。
し
か

し
、
こ
の
二
つ
の
建
物
に
携
わ
る
ス

タ
ッ
フ
は
建
物
へ
の
深
い
愛
着
と
行
わ

れ
て
き
た
教
育
・
研
究
活
動
の
歴
史
に

誇
り
を
も
っ
て
、
維
持
し
続
け
る
こ
と

を
最
優
先
に
し
て
い
ま
す
。「
文
化
財
」

に
指
定
さ
れ
た
建
物
が
も
と
も
と
の
機

能
を
失
い
、
維
持
が
困
難
に
な
る
の
と

は
対
照
的
に
、
生
き
続
け
て
い
る
か
ら

こ
そ
魅
力
が
維
持
さ
れ
て
ゆ
く
好
例
だ

と
考
え
て
い
ま
す
。

「
文
化
財
」
と
は
何
か
？

文
化
財
・
文
化
財
予
備
軍
へ
行
こ
う

シ
リ
ー
ズ
の
ま
と
め
と
し
て
、
あ
ら
た

め
て
「
文
化
財
」
と
は
何
か
？
に
つ
い

て
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
北
大

れ
ま
し
た
。
東
京
大
学
の
三
崎
臨
海
実

験
所
に
次
ぐ
歴
史
を
持
つ
こ
の
実
験
所

は
、
１
９
２
４
（
大
正
13
）
年
に
研
究

室
や
実
験
室
、
宿
泊
室
な
ど
か
ら
な
る

木
造
二
階
建
て
の
建
物
が
整
備
さ
れ
、

幾
度
か
の
改
修
や
拡
張
を
経
て
い
ま
す

が
、
現
在
も
建
築
当
時
の
様
子
を
残
し

て
い
ま
す
（
写
真
１
）。
国
の
文
化
財

指
定
は
受
け
て
い
ま
せ
ん
が
、
小
樽
市

の
登
録
歴
史
的
建
造
物
に
登
録
さ
れ
て

い
る
ほ
か
、
テ
レ
ビ
番
組
の
ロ
ケ
地
と

し
て
も
利
用
さ
れ
た
こ
と
も
あ
る
魅
力

的
な
建
築
物
で
す
。

厚
岸
臨
海
実
験
所

北
方
生
物
圏
Ｆ
Ｓ
Ｃ
厚
岸
臨
海
実
験

所
は
、
１
９
３
１
（
昭
和
６
）
年
に
理

学
部
の
臨
海
実
験
所
と
し
て
建
設
さ
れ

た
建
物
で
す
。
忍
路
と
同
様
に
国
の
文

化
財
指
定
は
受
け
て
い
ま
せ
ん
が
、
日

本
建
築
学
会
Ｄ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ｏ
Ｍ
Ｏ 

Ｊ

ａ
ｐ
ａ
ｎ
か
ら
「
日
本
に
お
け
る
モ
ダ

ン
・
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
の
建
築
」
に
選
定

さ
れ
て
い
ま
す
。
他
の
選
定
建
築
と

「
文
化
財
予
備
軍
へ
行
こ
う
」
シ

リ
ー
ズ
最
終
回
は
、
札
幌
キ
ャ
ン
パ
ス

を
離
れ
て
地
方
施
設
を
紹
介
し
ま
す
。

忍
路
臨
海
実
験
所

北
方
生
物
圏
Ｆ
Ｓ
Ｃ
忍
路
臨
海
実
験

所
（
タ
イ
ト
ル
写
真
）
は
、
１
９
０
８

（
明
治
41
）
年
に
北
海
道
大
学
の
前
身

で
あ
る
東
北
帝
国
大
学
農
科
大
学
水
産

学
科
の
臨
海
実
習
所
と
し
て
設
置
さ

し
て
有
名
な
と
こ
ろ
で
は
東
京
タ
ワ
ー

や
甲
子
園
球
場
が
含
ま
れ
て
い
て
、
建

物
と
し
て
の
重
要
性
を
う
か
が
う
こ
と

が
で
き
ま
す
。
設
計
は
農
学
部
本
館
と

同
じ
岡
田
鴻
記
に
よ
る
も
の
で
、
初
代

所
長
と
な
っ
た
小
熊
教
授
の
提
案
に
よ

り
オ
ラ
ン
ダ
の
建
築
を
イ
メ
ー
ジ
し
な

が
ら
進
め
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
円
筒
形
の
部
分
と
矩
形
の
部
分
と

が
組
み
合
っ
た
構
造
で
、
海
か
ら
見
た

姿
は
あ
た
か
も
船
が
停
泊
し
て
い
る
よ

う
に
見
え
ま
す
（
写
真
２
）。
円
筒
部

分
は
、
当
初
か
ら
水
族
館
と
し
て
設
計

さ
れ
、
20
年
ほ
ど
前
ま
で
は
公
開
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
現
在
は
、
そ
の
水
槽
を

活
か
し
つ
つ
、
実
験
所
で
の
研
究
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
（
写
真
３
）。

ど
ち
ら
の
実
験
所
も
、
北
大
の
教

育
・
研
究
の
歴
史
が
刻
ま
れ
た
建
物
で

あ
り
、
周
囲
の
地
形
と
一
体
化
し
た
優

れ
た
景
観
を
作
り
出
し
て
い
ま
す
。
理

学
部
や
水
産
学
部
関
係
の
実
習
や
学
内

外
の
研
究
者
・
学
生
の
研
究
フ
ィ
ー
ル

ド
と
し
て
現
在
も
活
用
さ
れ
て
い
る
た

め
、
内
部
が
一
般
に
公
開
さ
れ
て
い
る

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
近
く
に
立

ち
寄
っ
た
際
に
外
観
を
見
学
す
る
だ
け

で
も
有
意
義
な
時
間
を
過
ご
せ
る
も
の

と
思
い
ま
す
。

第6回

～未来の文化財を生み出す北海道大学～
北海道大学北方生物圏フィールド科学センター植物園

加藤　克

に
は
数
多
く
の
歴
史
的
建
造
物
が
残
さ

れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
建

物
は
、
古
い
建
物
を
集
め
て
き
た
わ
け

で
は
な
く
、
北
大
の
歴
史
の
中
で
積
み

重
ね
ら
れ
て
き
た
研
究
・
教
育
の
形
を

社
会
が
残
し
て
ほ
し
い
と
考
え
た
た
め

に
「
文
化
財
」
と
い
う
看
板
が
掛
け
ら

れ
て
い
る
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。
博
物
館
に

展
示
さ
れ
て
い
る
古
い
実
験
機
材
や
標

本
も
「
文
化
財
」・
展
示
物
に
す
る
た

め
に
購
入
し
た
り
収
集
し
た
も
の
で
は

な
く
、
北
大
で
行
わ
れ
た
研
究
活
動
が

背
景
に
あ
る
か
ら
こ
そ
、
そ
の
価
値
が

評
価
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。
こ
の
よ
う

に
し
て
考
え
て
み
る
と
、
北
大
が
有
す

る
歴
史
資
産
と
い
う
ブ
ラ
ン
ド
は
、
忍

路
・
厚
岸
臨
海
実
験
所
で
見
ら
れ
た
よ

う
に
日
々
の
活
動
の
継
続
に
よ
っ
て
成

立
し
て
い
る
と
い
え
ま
す
。
今
年
建
て

ら
れ
た
建
物
も
、
あ
な
た
が
利
用
し
て

い
る
机
や
実
験
機
材
も
、
誇
り
と
愛
着

を
持
っ
て
活
用
・
維
持
し
続
け
れ
ば
、

い
つ
か
は
「
文
化
財
」
に
な
る
予
備
軍

な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
こ
の
シ
リ
ー

ズ
が
「
文
化
財
」
を
生
み
出
せ
る
大
学

と
い
う
場
で
の
生
活
を
見
つ
め
る
き
っ

か
け
に
な
っ
た
な
ら
ば
幸
い
で
す
（
著

者
一
同
）。

２
年
間
お
楽
し
み
い
た
だ
い
た

｢

文
化
財
へ
行
こ
う｣

｢

文
化
財
予
備

軍
へ
行
こ
う｣

シ
リ
ー
ズ
も
今
号
が

最
終
回
と
な
り
ま
し
た
。
ご
寄
稿
い

た
だ
い
た
執
筆
者
の
皆
様
、
本
当
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

次
号
か
ら
は
「
遺
跡
へ
行
こ
う

(

仮)

」
と
題
し
て
、
北
大
構
内
の
遺

跡
紹
介
を
１
年
間
に
わ
た
り
連
載
い

た
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
お
楽
し
み
に
！

忍路臨海実験所外観

写真１:忍路臨海実験所の実習室の様子

写真2:海から見た厚岸臨海実験所

写真3：厚岸臨海実験所の円筒形部分内部.水族館
　　　　時代の水槽が現在も活用されている
　　　　（写真提供:工学研究院　平氏）
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院
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防災情報、学生総合共済3カ国語と道庁の情
報を17か国語に翻訳したサイトを紹介 表紙も工夫しました

■
２
０
１
９
年
版
留
学
生
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
完
成
！ 

留
学
生
委
員
自
身
の
体
験
か
ら
、

知
っ
て
い
た
ら
良
か
っ
た
事
を
話
合

い
、
多
く
の
留
学
生
の
困
っ
た
を
少
し

で
も
軽
減
で
き
る
よ
う
に
時
間
を
か
け

て
内
容
を
検
討
し
ま
し
た
。
そ
の
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
が
や
っ
と
完
成
。
昨
年
同
様

Ａ
５
版
縦
型
40
頁
。
多
く
の
国
と
地
域

か
ら
入
学
し
た
留
学
生
が
北
大
生
協

を
知
る
こ
と
の
で
き
る
パ
ン
フ
で
す
。

キ
ャ
ン
パ
ス
内
で
便
利
に
お
得
に
活
用

し
て
も
ら
え
ま
す
。
ぜ
ひ
ま
わ
り
の
留

学
生
に
ご
紹
介
く
だ
さ
い
。

設
置
は
北
大
生
協
各
店
。

■
教
職
員
総
代
会
議
：
学
内
７
ヶ
所
で

８
月
を
除
く
毎
月
１
回
、
昼
休
み
を
利

用
し
て
開
催
し
て
い
ま
す
。
生
協
の
営

業
報
告
の
後
、
教
職
員
の
皆
様
に
利
用

者
の
立
場
か
ら
色
々
な
ご
意
見
を
う
か

が
っ
て
い
ま
す
。

２
月
は
12
～
14
日
に
、
３
月
は
19
、

20
、
22
日
に
開
催
し
ま
し
た
。

■
教
職
員
委
員
会
：
教
職
員
委
員
会
：

毎
月
１
回
、
18
時
～
19
時
半
に
開
催
し

て
い
ま
す
。
総
代
会
議
で
上
が
っ
た
組

合
員
の
声
に
つ
い
て
の
検
討
、
き
ぼ
う

の
虹
の
編
集
・
発
行
に
つ
い
て
討
議
し

て
い
ま
す
。

２
月
は
14
日
に
、
３
月
は
22
日
に
開
催

し
ま
し
た
。

■「
き
ぼ
う
の
虹
」：
こ
の
冊
子
で
す
。

教
職
員
委
員
会
が
編
集
し
偶
数
月
に
発

行
し
て
い
ま
す
。

今
号
で
「
文
化
財
（
予
備
軍
）
へ
行
こ

う
」
は
、
シ
リ
ー
ズ
を
終
了
し
ま
す
。

「
文
化
財
へ
行
こ
う
」
か
ら
通
算
す
る

と
２
年
間
、
12
回
の
連
載
で
し
た
。
こ

れ
ほ
ど
文
化
財
が
ま
と
ま
っ
て
い
る
北

大
キ
ャ
ン
パ
ス
を
再
認
識
で
き
る
機
会

と
な
り
ま
し
た
。
執
筆
い
た
だ
い
た
皆

さ
ん
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

【 

編
集
後
記 

】

き
ぼ
う
の
虹
３
８
１
号
を
お
届
け
し

ま
す
。

街
な
か
の
路
面
か
ら
雪
が
消
え
、
ほ

こ
り
っ
ぽ
い
臭
い
が
春
の
到
来
を
告
げ

て
い
ま
す
。
こ
の
号
が
皆
さ
ん
の
お
手

元
に
届
く
頃
は
、
新
年
度
が
始
ま
り
春

も
一
歩
進
ん
で
い
ま
す
。
や
は
り
春
は

嬉
し
い
も
の
で
す
ね
。
今
年
度
も
「
き

ぼ
う
の
虹
」
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

■
店
舗
活
動
組
声
企
画

１
月
中
旬
～
２
月
頭
に
か
け
て
、
店

舗
活
動
と
し
て
い
つ
も
以
上
に
店
舗
に

組
声
を
置
く
こ
と
や
、
組
声
が
無
い
店

舗
に
組
声
を
置
き
、
そ
の
回
答
を
職
員

と
学
生
委
員
で
行
う
と
い
う
企
画
を
行

い
ま
し
た
。
学
生
委
員
全
員
で
回
答
を

考
え
ら
れ
た
り
、
組
声
の
利
用
を
促
進

す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
多
種
多
様
な

意
見
が
集
ま
り
ま
し
た
。

■
受
験
生
歓
迎
活
動

北
大
の
一
般
入
試
に
合
わ
せ
て
、
前

期
後
期
試
験
の
際
、
試
験
前
後
に
受
験

生
の
不
安
や
疑
問
を
解
消
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
た
、「
北
大
生
と
話
そ
う
」

「
道
案
内
」「
い
な
蔵
パ
ッ
ク
制
作
＆
配

布
」「
Ｏ
Ｎ
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
相
談
」
を
行
い
ま

し
た
。
Ｏ
Ｎ
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
相
談
は
ま
だ
終

わ
っ
て
お
ら
ず
、
合
格
者
が
入
学
し
た

後
頃
ま
で
行
い
続
け
る
予
定
で
す
。

■
学
生
委
員
会
公
式
Ｈ
Ｐ

http://hokudaigi.w
eb.fc2.com

/

■
学
生
委
員
会
公
式T

w
itter

＠H
U

_CO
O

P_GI_CS

■
学
生
委
員
会
連
絡
先

gakusei@
coop.hokudai.ac.jp

■
新
入
院
生
の
た
め
の
情
報
冊
子

「
い
ん
で
な
い
か
い
２
０
１
９
」
完
成

毎
年
作
成
し
て
い
る
新
入
院
生
向
け

冊
子
「
い
ん
で
な
い
か
い
２
０
１
９
」

が
完
成
し
ま
し
た
。
先
輩
院
生
か
ら
の

ア
ド
バ
イ
ス
や
院
生
生
活
の
リ
ア
ル
な

情
報
を
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。「
い
ん

で
な
い
か
い
」
は
、
資
料
請
求
を
い
た

だ
い
た
新
入
院
生
の
方
に
順
次
発
送
し

て
お
り
ま
す
。

■
新
入
院
生
歓
迎
会
開
催

今
年
度
も
４
月
６
日
（
土
）
に
中
央
食

堂
２
階
で
新
入
院
生
歓
迎
会
を
開
催
い
た

し
ま
す
。
例
年
通
り
立
食
形
式
に
よ
る
歓

談
と
ク
イ
ズ
等
を
交
え
て
異
分
野
の
大
学

院
生
と
交
流
で
き
る
よ
う
な
歓
迎
会
を
行

い
ま
す
。
昨
年
は
40
名
の
新
入
院
生
の
方

に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
大
変
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。
ま
た
、
歓
迎
会
後
の
懇
親
会
に

も
多
く
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
さ
ら

に
交
流
を
深
め
ま
し
た
。
今
回
も
懇
親
会

を
行
い
、
親
睦
を
深
め
た
い
と
思
い
ま
す
。
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Web ページ「きぼうの虹 pdf 版」　http://www.hokudai.seikyou.ne.jp/kyoushokuin/index.html

北大生協には「学生・院生・留学生・教職員」の４つの組織委員会があります。

北大生協組織委員会報告


